
1 

 

第１回学校運営協議会 議事録 

 

日時：令和 4 年４月 27 日（水）15:00 

場所：本校会議室  

 

（１）開会のことば（教頭）  

（２）教育委員会あいさつ（教育振興部生涯学習課 学校家庭地域連携室 有馬啓晃様） 

（３）校長あいさつ  

（４）学校運営協議会委員任命 

（５）任命書交付、委員紹介 

（６）事務局説明（教頭） 

教頭 学校運営協議会は保護者や地域住民等が、一定の権限を持って学校運営に参画す

る仕組みです。本協議会は地域の中で子どもたちを育てる取組の核となる存在で

す。地域の方々の協力のもと、地域と学校が一体になった活動のもと、子どもたち

が大きく育つとともに、地域も活性化していくものと期待されます。学校運営協議

会は３つの法的な権限を持っています。①に、学校運営の基本方針を承認すること。

②に、学校運営や教育活動に学校や県教育委員会に意見を述べること。③に、教職

員の任用に関し、教育委員会に意見を述べることができます。皆様の高い見識とお

力とで、地域連携を進め本校の学校教育活動をよりよいものにしていくとともに、

下総地区、成田市で生徒が活動させていただくことで、地域の活性化につながれば、

大変ありがたいと存じます。 

（７）日程説明（教頭） 

（８）会長及び副会長及び地域コーディネーターの選出 

  会長：佐久間敦子委員 

  副会長：小澤孝一委員 

  地域コーディネーター：根本博示委員 

  を互選により選出した。 
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(９) 議事（進行はここから会長にうつる） 

 ア 令和４年度 学校運営の基本方針等について 

 ① 学校長より教育方針案の説明 

校長 生徒数の減少に対する対策を考えていく。困難な環境にいる生徒に対して教職員 

一同で丁寧な生徒指導を行い、問題行動には組織で対応していく。3 年間を通して 

キャリア教育を行う。個別の面接指導等を行い、進路決定率を上げることを目指す。 

また、資格取得について、卒業までに生徒全員が何らかの資格を取得できるよう 

支援する。「ものづくり 人づくり 夢づくり」というスクールモットーを基に、

職業教育の充実を行い、成田市や故郷を支える人材を育てる。また、校則を生徒が

主体的に考えることを通して、生徒の積極性や主体性を育む等の、特別活動の工

夫を行っていく。本年度は、寮での宿泊を実施し、寮教育を行う。開かれた学校づ

くりを目指し、本校の志願者を増やしていきたい。また、地域の中で生徒の自己有

用感を育んでいくことを目指す。委員の皆様には、いつでも学校に来ていただい

て、本校の生徒の様子を見ていただきたい。 

 

② 質疑応答 

議長 ただ今の説明に関して、質問や意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

③ 学校運営の基本方針の承認 

議長 それでは、令和４年度学校運営の基本方針について承認される方は拍手をお願い 

します。 

委員 （拍手） 

議長 承認されました。 

 

（10）各分科会協議  

議長 はじめての取組となる今年度ですが，学校運営協議会の下部におかれた各委員からなる

プロジェクトごとに、具体的な活動案を作り実施していきます。 

まず、各プロジェクトのチームリーダーを互選してください。 

そして、チームリーダーを中心に話し合いを進めていただきたいと思います。 

さて、具体的な活動案といいましても学校の取り組みの様子も見ていただきたく、次の

11月 12 日（木）までに少なくとも 2 回ほど来校する日を決めていただきたいと思いま

す。 

＜各分科会に分かれ、協議を行った。＞ 
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（11）各分科会報告 

① 地域連携推進  

委員 企業との連携を推進する。卒業生を招き講演等を行ってもらうことで、本校に入学 

してきた生徒が夢をもつことができるようにする。学校おこし、町おこしを行う。 

分科会は 5/24（サツマイモ苗植え実施予定日） 6/23（進路ガイダンス実施予定日） 

に行う。 

 

② 学校教育支援 

委員 本校の定員割れを防ぐための対策を考える。外部講師による講演、面接練習を行う。 

会社の説明会を開く。外部での野菜販売を行う。キャラクター等を用いたパンフ 

レットを作成する。在校生の自己有用感を高めるためにイオンモール成田との連 

携を行う。体験活動等を計画し、地域との連携を図り、本校の魅力を伝えていく。 

コロナ禍を見据えた活動を考える。分科会の日程は後日検討する。 

 

③ 広報推進 

委員 年度に一回は広報紙を発行することを目標とし、HP での広報は 1 年を通じて行 

う。 

紙媒体での広報紙については、中学生向けの柔らかさを持せて、本校２、３年生の 

代表者から、良いところ、悪いところを聞き、記載する。生徒にタイトルとキャラ

クターを考えさせ、委員が監修を行う。6/11 までにタイトル、キャラクター、内容、

レイアウトを原案として作成する。6 月いっぱいに第 2 回分科会を行う。ちらし等を

作成し、全市民、小中学校、市役所、公民館に配りたいと考えている。11/12 小御門

祭までの発行を目指す。今年度の発行は１回で終わる可能性が高いが来年度以降は

予算に応じた活動を行う。 

議長 予算がなくてもできる活動を中心に考えていただきたい。 

広報紙を HP に載せ、ダウンロードをしてもらうのはどうか。 

委員 PTA や同窓会から予算を出すのはどうか。事務長と話し合い、予算について検討し 

ていく。 

HP は特定の人しか見ないため、紙媒体の方が広く周知できると考える。 

議長 広報紙を地域の回覧板や町会等で掲示した例があるため、予算等を含めて検討して 

いく。 

 

（12）その他 

①委員報酬について（事務長） 

委員報酬の変更について説明があった。 
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②諸連絡（教頭） 

本日の運営協議会の議事録は本校 HP で公開すること、第 2 回学校運営協議会は 11/12 の

午後１時から行うことについて説明があった。 

 

（13）閉会のことば（教頭） 


